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クレオパトラの「祖国」について

The “Пατρίς” of Cleopatra

櫻井かおり
Kaori SAKURAI

はじめに

クレオパトラ 7世は、その治世 16年目にあたる前 37/36年に、改めて一年目から数え直

した統治歴との併用を始めた。このことは、ヘラクレオポリス出土の BGU XIV 2376にお

いて確認することが出来る。現地の訴訟文書であるこのパピルスには、前 36/35年、すなわ

ち旧治世 17年目、新治世一年目の日付が記されている 1。ここに記されていたクレオパトラ

の新たな称号である「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」は、先行研究において大

きな注目を集めた。クレオパトラは、父プトレマイオス 12世の遺言に基づき、弟のプトレ

マイオス 13世を共同統治者として前 51年に即位した後、前 30年に至るまで「父を愛する

者 /愛父者（Φιλοπάτωρ）」を自身の称号として用い続けていた 2。そうしたなかでこの新た

な称号を用いたのだが、そこに記された「祖国（πατρίς）」が何処を指しているかについ

て、研究者間で論争が生じたのである 3。

本稿では、クレオパトラの称号の一つである「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」

に纏わる論争を踏まえた上で、ここにおける「祖国（πατρίς）」が意味するところについ

て、この称号が用いられた時期の政治的背景とともに再考察したい。

1. 先行研究における論争

まず、「祖国（πατρίς）」はエジプトを指すとする見解から確認してゆこう。代表的な論者

1  BGU XIV 2376, l.1-2: [Βασιλευόντων Κλεοπάτρας Θεᾶς Νεωτέ]ρα̣ς Φ[̣ιλ]οπάτορος καὶ Φιλοπάτριδος 
καὶ Πτολεμαίου τοῦ καὶ Καῖσαρ Θεοῦ Φιλοπάτ̣ορος [καὶ Φιλομήτορος].（下線は引用者による）
2  Bingen, 2007, p. 64.
3  Bingen, 2007, pp. 57-62.  
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として、トムスンが挙げられる。トムスンは、クレオパトラがエジプトにおいて執った政策

という観点から、「祖国（πατρίς）」の意味を確認してゆく。クレオパトラは、ナイル川の洪

水が不十分で不作だった際には、耕作者を保護するような布告を発している。加えて、不法

な徴税に対する陳情があった地域に対応して免税を認める布告を発している。このことか

ら、クレオパトラはエジプトの状態に気を配っていたと同氏は指摘する。クレオパトラはカ

エサルやアントニウスを結んだため親ローマ派とみなされたが、そのような立場を取ったの

は女王として君臨していたエジプトを守るためであった、と述べる。従って、クレオパトラ

にとって「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」における「祖国（πατρίς）」はエジプ

トを指すと論じたのである 4。

同氏のように、クレオパトラがエジプトを愛した君主であったという見解は、クレオパト

ラ治世に関する先行研究全般に少なからず見受けられる 5。一方で、ヘレニズム君主とみるク

レオパトラ研究者の間でさえ同様の見解が見受けられ 6、研究者の年代及びアプローチの方法

を問わず根強いものとして存在してきた。これは、クレオパトラの治世においては土着の

人々による反乱が一件も起きていないことも大きく影響しているであろう。これに関連し

て、後期プトレマイオス朝の行政史の大きな特徴の一つとして挙げられるのが、王による恩

赦大赦令である。大赦令が頻繁に出されたということは、当該王朝末期の無法の現れと解釈

されるが、当該王朝における最大にして最後の大赦令は、クレオパトラの父プトレマイオス

12世治世の前63/2年のものである 7。エジプトの地方での反乱の発端は、前217年に遡る。

プトレマイオス 4世とセレウコス朝シリアのアンティオコス３世とが覇権を巡り争った第

４次シリア戦争におけるラフィアの戦いにおいて、初めてエジプト人が兵士として採用され

たとされている 8。この出来事を皮切りにエジプト人達の勢力が増し、以後歴代のプトレマイ

オス王達はエジプトの地方における度重なる反乱に見舞われることとなったとされている 9。

サムスンは、しかしながら、クレオパトラ治世においては、エジプト人による蜂起が起こら

なかった代わりに、彼女がオクタウィアヌスに相対した時にこそエジプト人達が立ち上がっ

たことは、クレオパトラがエジプト人達の間で絶大な支持を集めていた証拠であると述べ

4  Thompson, 2003, pp. 31-34.
5  E.g. Ashton, 2008, p. 3; Montserrat, 2003, pp. 149-51.
6  E.g. Chauveau, 2002, pp. 78-80; ウェイゴール、1963、77頁。
7  金澤、1981、90-94頁。
8  Pol., 5.82.
9  Adler, 2005, p. 30f.; Hölbl, 2001, p.154. ただし、ここには下記のような指摘が成されている。従来、ラフィア
の戦いにおけるエジプト人兵士の登用は、プトレマイオス朝時代における土着の人々による反乱の原因とされてき
た。しかし、ギリシア語とヒエログリフによる併記が欠損しデモティックで記されたもののみが残っている。これに
依れば、ラフィアの戦いが終わらぬうちに既に土着の将校達の離脱が起こっていることがわかる。従って、地方に
おける反乱はラフィア戦後の問題ではない可能性がある（金澤、1983、19頁）。
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る 10。

一方、ビンゲンは、「エジプトの人々」とは、より正確な定義を必要とするものである上、

そうした人々が当時苛立っていたとするのも奇妙な想定に過ぎず、称号「祖国を愛する者 /

愛祖国者（Φιλοπατρίς）」に纏わるこのような解釈は、当時のエジプトの状況に全く当て嵌

まるものではないと反駁する 11。同氏は、エジプト人は、ファラオがマケドニア人であろう

とアレクサンドリア市民であろうと、神々との束の間の仲裁者として認識していた一方で、

元来マケドニア人は、王と「祖国（πατρίς）」の概念を結び付けてはいなかったと指摘す

る。マケドニアの王政を正当化する唯一のものは、王が自らを「王（Βασιλεύϛ）」であると

自覚する自然な認識であって、この自らがバシレウスであるという認識は、その領土から生

じるものではなかった上に、マケドニア王室のアイデンティティーの源も、その領土にはな

かったと述べる。すなわち、プトレマイオス王達は、当時海外の歴史家から見ればエジプト

王であったが、彼ら自身としてはそういった認識を有してはいなかったとする。故にクレオ

パトラも、彼女の名誉を貶め、気分を害することを望むローマ人達にとっての「エジプト

女」であったに過ぎないと結論づけた 12。更に、前36年においては、親又は反ローマ感情も

差し迫った問題ではなかった政治的背景に加え、当時殆どのエジプト人は、ローマの世論で

あったオクタウィアヌスのプロパガンダとは無縁の生活をしていたとする。そもそも、そう

した地方に暮らす人々に対して、プトレマイオス朝から発信されていた情報は、王室や著名

人達の感傷的な出来事に偏っていたことを挙げ、更に、クレオパトラに纏わる醜聞は、収税

官や穀倉官に相当な圧力が掛かっていた時期にのみ拡散していたと指摘する 13。

更に、ビンゲンの主張を確認してゆこう。同氏によれば、そもそも「Φιλοπατρίς」とい

う形容詞は、ギリシア語の碑文中に頻繁に登場するが、その大半が、「生まれ育った街に対

してよく奉仕した一般市民の、並外れた公共性」を意味しているため、クレオパトラの称号

を解釈する上では殆ど参考にならないと述べる。一方で、エジプト語の碑文中では

「πατρίς」が「故郷」の意味で用いられ、プトレマイオス２世時代のパピルス文書からは、

フルネームが要求された場合には、父親の名と先祖の故郷である「祖国」名を示す必要があ

るという慣例が確立していたとする。このような形で外国人を識別し、「πατρίς」によって

アイデンティティーを定義する義務がプトレマイオス朝期を通じて残った。そして、祖国や

名前を改竄することは死刑にさえ繋がる可能性を有していた。例えば、某の息子である誰々

は、クレタ人、アカイア人、アテナイ人、トラキア人、ユダヤ人、時にはペルシア人であ

り、最も権威のあるところではマケドニア人であった。またビンゲンによれば、エジプト人

10  Samson, 1987, p. 115.
11  Bingen, 2007, p. 59f.
12  Bingen, 2007, p. 60.
13  Bingen, 2007, p. 59.
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である場合には、どこの州の出身であるかまで言及しなくてはならなかったとされる。した

がって、そうした個々のアイデンティティーを示す厳格な規則は、ギリシア由来のものでも

エジプト由来のものでもなかったが、プトレマイオス朝時代を通して「祖国（πατρίς）」は

人々にアイデンティティーを与えるものであった、とビンゲンは結論づけた 14。

ゴールズワーシーは、両見解について簡単に触れているが、ビンゲンの説を有力視してい

る。「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」という称号は、クレオパトラがエジプトに

深い愛着を持っていた証拠だという見方に対しては、そう表現すべき理由が見当たらないと

する。むしろ、クレオパトラはアレクサンドロス大王の記憶と自身とを関連づけようとした

という説を支持し、ここでいう「祖国（πατρίς）」とはマケドニアあるいはアレクサンドロ

ス大王の征服地もしくはヘレニズム諸王国の領域を指すと見なす。一方で、この称号を見聞

きした人々がどのように解釈したかは定かではなく、祖国をエジプトと捉えた者もいた可能

性を示唆した上で、新しく獲得した領域の人々に対して、ローマ以前の一体性を思い出させ

ようとしたと論じた 15。

上記のような、クレオパトラの勅令及びギリシア語による称号に基づいて、彼女がエジプ

ト人を保護し気にかけていた君主であったか否かという論争は、その勅令及び称号が記され

た当時の時代背景と合わせて細かく見てゆく必要がある。サムスンは、共同統治者である弟

プトレマイオス 13世とクレオパトラの名の下に発布された、前 50年の飢饉に際して首都

アレクサンドリアへ向けてエジプト全土から穀物を集めるという無慈悲な勅令は、クレオパ

トラの意図するところではなく、クレオパトラの力を怖れ疎んじていたプトレマイオス 13

世の側近達の決定であったと主張する 16。また、ショーヴォは、エジプト側の観点を以って

「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」を考察した結果、プトレマイオス朝の君主制

の、全体を通しての根本原理を一新する、一つの方針の宣言とみている。すなわち、王権は

これ以後、「ナイルの王国における、文化や言語を問わず全ての住民との関連付けに基づい

た」と主張する 17。同氏が述べるように、クレオパトラとアントニウスの同盟関係による帝

国支配の野望とみなされてきたより広範かつ普遍的な支配は 18、先行研究において極めて大

きな注目を集めてきた問題である 19。しかしながら、この称号の解釈に纏わる問題を取り扱

う研究は、概して、その政治的背景についての詳細を周知の事柄として省略しがちである。

14  Bingen, 2007, p. 60f. なおビンゲンは、自身の述べる意味で解釈しうるΦιλοπατρίςについて数多くの事例があ
ると述べつつ、事例としては、コス出土の碑文を１件挙げている（Paton-Hicks, 1981, p. 127, n. 84）。
15  ゴールズワーシー、2016、下巻、23頁。
16  Samson, 1987, p. 109.
17  Chauveau, 2000, p. 79.
18  Plut., Ant., 29.
19  E.g. Ashton, 2008, p. 148f.; Chauveau, 2000, p. 30; Samson, 1987, p. 115; 浅香、1974、150-51頁。
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従って、次に、この称号が用いられ始めた前 37/36年前後の政治的背景について、改めてみ

てゆきたい。

2．前 37/36 年前後の政治的背景 

前 42年にブルートゥスとカッシウスを破った第二回三頭政治の締結者の一人アントニウ

スは、再三に渡りクレオパトラを召喚すべく使者を送っていた。この要請に対し前 41年、

遂に応じたクレオパトラはタルソスに赴きアントニウスと会見する。ここにおいて、彼女は

連日洗練された演出に基づく豪華な宴を催してプトレマイオス朝の力を誇示し、アントニウ

スと同盟を結ぶことに成功した。更に、同年の冬から翌年にかけて、アントニウスはアレク

サンドリアに滞在し、クレオパトラと一緒に「真似のできない生活をする人々

（ἀμιμητοβίωι）」20の会を結成して極めて贅沢に暮らした。前 41年冬から前 40年にかけての

アントニウスによるアレクサンドリア滞在はクレオパトラに彼との間の双子を齎したことも

あり、両者の結びつきは一層強固なものとなったかのように思われた。

一方で、同時期のローマにおいては、猛女と謳われたアントニウスの妻フルウィアと弟の

ルキウスが、オクタウィアヌスに戦線布告して紛争が勃発していた 21。それに加えて、パル

ティア軍による遠征も開始される。アントニウスは、これらの事変への対処を余儀なくされ

て前40年にエジプトを発った 22。間も無く、アントニウスの妻フルウィアが心労から病没し

たため、アントニウスはこの紛争の責任を全てフルウィアに転嫁してオクタウィアヌスと和

解した 23。同年のブルンディシウムで開かれた協定において、東方をアントニウスが、西方

をオクタウィアヌスが、そしてアフリカはレピドゥスへと分割されることとなった 24。更

に、アントニウスはその後、オクタウィアヌスの異母姉で寡婦となっていた美貌と分別を兼

ね備えたとされる誉れ高い女性オクタウィアと政略再婚した 25。結果、前37年のタレントゥ

ムにおいて、第二回三頭政治は五年間期限を延長されることとなる 26。

ローマにおいて、上記のような目まぐるしい変化が起きていた三年もの間に、クレオパト

ラは、前40年にアントニウスとの間の双子の出産を終え 27、エジプトを離れることなく統治

20  Plut., Ant., 28.
21  App., BCiv., 5.19.
22  Plut., Ant., 30.
23  Plut., Ant., 30.
24  Plut., Ant., 30.
25  Plut., Ant., 31.
26  App., BCiv., 5.95.
27  Plut., Ant., 36.
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に専念していたと考えられる。

一方、前 37年におけるタレントゥムでの協定後にアントニウスは、パルティア大遠征を

始めるべく再び東方へ向かった 28。この際彼は、タレントゥムで妻オクタウィアをローマヘ

送還した 29。同年末、クレオパトラは、アントニウスの要請に応えてアンティオキアに赴い

ている 30。ここにおいて、アントニウスは、クレオパトラへの莫大な贈り物と共に、フェニ

キア、コイレ・シリア、キプロス、キリキアの領土の大半、ユダヤの一部地域及び、ローマ

市民が重要視する東西交易の拠点であったアラビアの沿岸地域、これら全てを彼女に譲渡し

た 31。アントニウスはこれらに加えて、前40年に彼がエジプトを発った後間もなく誕生して

いた彼とクレオパトラの間の双子を認知した。この男女の双子は其々太陽と月に因みアレク

サンドロス・ヘリオスとクレオパトラ・セレネと命名される 32。クレオパトラは、アントニ

ウスとともにアンティオキアで過ごした前 36年頃、シリアにおいて造幣した自身の 4ドラ

クマ銀貨において「生まれ変わった女神 /新テア（θεά νεωτέρα）」という称号を有してい

る 33。更に同年、エジプト歴における治世16年目を、新たなる治世元年と定め、旧統治歴と

の併用を始める 34。そして前 35年には、彼女はイシスとしてデンデラのハトホル神殿南壁

に、息子カエサリオンとともに刻まれる 35。

上記の動きは全て、前 34年に始まるアントニウスによるパルティア遠征と、それによっ

て獲得が期待された領土に基づくものと考えられる。しかし、アントニウスのパルティア遠

征は惨敗に終わった。これは、クレオパトラの王権を揺るがしかねない事態であった。故

に、前 34/33年にフェエニキアのドラで造幣されたと推定されるクレオパトラが前景に描か

れたアントニウスとの青銅貨からも垣間見える通り 36、当時彼女が主導権を握っていたアン

トニウスをして、対アルメニア戦の凱旋式は慣例を破ってローマではなく、アレクサンドリ

アで開催させたのである 37。そしてその際に、支配下に入る予定であったパルティアの王を

連想させる称号の女性版として「諸王の女王（REGINAE REGVM）」を授与させたのであ

る 38。このことは、アントニウスにとっては、ポンペイウスの先例があるため、西方におけ

28  App., BCiv., 5.95; Dio, 48.54.6.
29  Plut., Ant., 35.
30  Plut., Ant., 36.
31  Plut., Ant., 36.
32  Plut., Ant., 36.
33  Burnett, Amandry, Ripollès, 1992, p. 602, nos. 4094-96.
34  Hölbl, 2001, p. 242.
35  Ray, 2003, p. 10.
36  Burnett, Amandry, Ripollès, 1992, p. 661, no. 4752.
37  ローマの凱旋式は、元首政期に至っても都市ローマ内を行進する形式で挙行されるのが常であった（Künzl, 
1988, S. 30-44）。
38  Crawford, 1974, vol. 1, p. 539, n. 543.1（pl. LXIV.13）.
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る自身にとってのデメリットは特に見受けられない 39。一方で、東方的な王権理念に基づく

クレオパトラにとっては、王権の弱体化を阻止し、その上、逆境を好機に変え得るという利

点さえ齎すものであったと考えられる。クレオパトラは前 34年におけるアレクサンドリア

での凱旋式において、アントニウスから「諸王の女王（βασιλίδα βασιλέων / REGINAE 

REGVM）」の称号を与えられ、当該王朝の最盛期であったプトレマイオス 2世の頃のエジ

プトの版図を束の間にも髣髴とさせるほど、領土の譲渡を約束され、子供達の認知も受け

た 40。プルタルコスに依れば、この頃からクレオパトラは、大衆の前に姿を現す際にイシス

の装束を纏い、「新イシス（νέα Ίσις）」とみなされたという 41。

上記のような一連の出来事を踏まえれば、ビンゲンが指摘する通り、前 37/36年前におけ

る称号「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」の「祖国（πατρίς）」を、わざわざエジ

プトに限定する緊急性及び必要性は殆どないように思われる。ところで同氏は、こうしたギ

リシア語による称号のみならず、エジプト語による称号も併せてみてゆく必要があると述べ

ている 42。エジプト王朝より伝統的に受け継がれてきた五重称号を、代々のプトレマイオス

王も所有している事実からすれば、その通りであると言える。しかしながら同氏は、クレオ

パトラの五重称号について具体的な考察を行っているわけではない。そこでクレオパトラの

五重称号を具体的に確認してゆくことで、「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」の持

つ意味を更に深く探ってゆきたい。

3．  の再考察

古代エジプトにおいては、王朝時代初期からローマ支配時代に至るまで幾らかの変遷を経

つつ、其々の王を特定するための五重構造による称号を有していた。すなわち、即位以降用

いられる称号であるホルス名、二女神名、黄金（のホルス）名、即位名と、誕生名である

ラーの息子名だ 43。尚、プトレマイオス朝においては、プトレマイオス３世以降の即位名に

「～の相続人（jwa-n-）」が一貫して含まれているという特徴が挙げられる 44。例えば、プトレ

39  「アントニウス自身は諸王の王ではなかった。何故なら、彼は東方の地域を治めるよりもっと大きな野望を抱いて
いたからである。アントニウスはローマ帝国全体を支配し、傍らのクレオパトラは妻として東方を治めるという目的
を持っていたのである」（Samson, 1987, p. 137f.）。なお、「諸王の女王（REGINAE REGVM）」の称号につい
てさらに詳しくは、拙稿、2017、35-38頁を参照のこと。
40  Dio, 49.41.1-3; Plut., Ant., 54.
41  Plut., Ant., 54.
42  Bingen, 2007, p. 64.
43  Cf. von Beckerath, 1980, Sp. 540-542; Doxey, 2001, p. 490.
44  E.g. Barta, 1989, S. 113f., Nr. 14-21. ただし、この中で Barta, 1989, S. 113., Nr. 14は、ローマ支配時代
のホルス名においてこの表現が含まれる唯一の例外として挙げられるが、von Beckerath, 1999, S. 248f., 1:E10-
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マイオス 3世の即位名の一つである「姉弟である神と女神の相続人（jwa-n-nTrwj-snwj）」に

おける「姉弟である神と女神（nTrwj-snwj）」は、彼の先代であるプトレマイオス 2世夫妻の

君主礼拝において用いられた添え名である 45。以後も続くこの特徴は、プトレマイオス朝に

特有の君主礼拝のシステムと、それを五重称号の内へと組み込んだエジプトの伝統に基づく

王位継承の正当性を示していると思われる 46。尚、プトレマイオス 2世の治世に確立された

君主礼拝を担い 47、プトレマイオス5世以降に戴冠式を執り行っていたのは 48、メンフィスの

プタハ大神官の一族であった。更に、プトレマイオス 8世の娘の一人であるベレニケは、

メンフィスのプタハ大神官兼君主礼拝神官であるパァシュリエンプタハ（PA-Sri-n-PtH）2世

に嫁いでいる 49。従って、こうした君主礼拝に関連する表現は、ギリシア語とエジプト語の

両方を操ることが出来、プタハ大神官兼君主礼拝神官であったメンフィスの一族 50によって

編み出されたものである可能性が高い。

加えてプトレマイオス朝時代後期から末期にかけて、王宮内ひいては首都アレクサンドリ

アが混乱し、王が一度追放及び退位に追い込まれ、機会を得て復位し二度目の統治を行う際

にも、一度目の戴冠の時と同様に、新たな五重称号が用いられた。故に、クレオパトラが前

37/36年に、改めて治世一年目から数え直す暦表記を、それ以前の治世歴と併用し始めた際

に、「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」を用い始めるが、これに対応するエジプト

語による表現も同時に考案されている可能性がある。

しかしながら、殆ど同義として扱われたギリシア語とエジプト語による二言語表記におい

ても大きな違いがみられる場合がある。とりわけ注目に値するのが、プレマイオス朝君主礼

拝で用いられた表現の中に頻出する「愛」についてである。すなわち、ギリシア語では能動

で「愛する」となるが、エジプト語では受動で「愛されし」となることである。例えば、ク

レオパトラのギリシア語による称号は「父を愛する女神 /愛父女神（Θεά φιλοπάτωρ）」で

あるが、エジプト語では「女神、父に愛されし女性（nTrt mr(t)-jt.s）」である 51。従って、「祖

国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」というギリシア語による称号が、同時にエジプト語

13, 298においてこのことは確認出来ない。
45  君主礼拝の概略については、以下を参照のこと。Hölbl, 2001, pp. 92-98; 波部、2014、60-64、184頁。
46  なお、この点に関しては、さらに詳しく考察した別稿を準備中である。
47  BM EA 379. プトレマイオス朝時代における初代プタハ大神官パディバスト＝ネスケディティ（PA- d i-BAs t =ns-
qd ty）1世がアルシノエ祭祀の神官となって以降、メンフィスの一族が君主礼拝神官をプタハ大神官職と兼任する
ようになる。
48  Thompson, 2012, p. 111. 同氏によれば、プトレマイオス朝時代におけるプタハ大神官は、エジプト全土の神官
達の第一人者であり、プトレマイオス王家との会話にはギリシア語を用い、戴冠式等の儀式においてはエジプト語
を用いた。
49  H.M.V., 82. l.19-20.
50  Thompson, 2012, p. 135f.
51  von Beckerath 1999, S. 244f., 13:E1-2, B1-2.
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によっても併記される場合には「祖国に愛されし者」となるはずである。

更に、「祖国（πατρίς）」に当たるエジプト語も、様々な場合が想定出来る。例えば、この

「愛祖国者（Φιλοπατρίς）」の「祖国（πατρίς）」を、アレクサンドロス大王の東方遠征に由

来する広範な地域を示唆する「帝国」として表現するのであれば、アレクサンドロス大王の

ホルス名における表現に倣ったであろう 52。すなわち、彼のホルス名の一つである「全土

の、支配者達の支配者（HoA-HoAw nw-tA-(r)-Dr.f）」における「全土（nw-tA-(r)-Dr.f）」である。

一方、この「祖国（πατρίς）」がエジプトを指すものであったならば、「エジプト（Kmt）/

（BAot）」及び「二国（tAwj）」等、プトレマイオス朝以前のエジプトにおいても、そして彼女

以前のプトレマイオス朝の王達の五重称号においても用いられてきた、上記三つの表現のう

ち一つが用いられたと考えられる。しかしながら、プトレマイオス朝時代の五重称号全体を

通して、エジプトの神々及び人々、若しくは、君主礼拝に関連して親族によって「愛されし

者」という表現は数多く見られるが、「エジプトから /祖国から」愛されし者といった言い

回しは前例が見受けられない。そのような中、プトレマイオス 10世以降アウグストゥスの

ものに至るまでホルス名に頻出する興味深い表現が見受けられる。それは、直訳すると「愛

されし心地良き者」であり、諸説あり訳が未だに定められていない「人気者 /人望熱き者

（bnr-mrwt）」という表現である 53。そもそも、プトレマイオス朝の五重称号に頻出する「～に

愛されし」という表現において、「～」に該当する内容が明示されないことは、極めて稀で

ある。例えば、「アムンに愛されし者（mrj-Jmn）」や「プタハに愛されし者（mrj-PtH）」に

等、愛する主体が誰であるかが明白だ。こうした中で、「愛されし心地良き者（bnr-mrwt）」

は例外的であり、この表現以外にこのような事例は見受けられない。この表現が、バルタに

よる訳が示す通り、人々からの人気を示唆するのであれば 54、「祖国（の人々から）愛されし

者」ということを意味した可能性がある。すなわち、ギリシア語に変換すると「祖国を愛す

る者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」となるのである。

しかしながら、クレオパトラの五重称号として現在までに見つかっているものの中には、

アレクサンドロス大王の「全土（nw-tA-(r)-Dr.f）」及び「愛されし心地良き者（bnr-mrwt）」と

いう表現のどちらも見受けられない。従って、クレオパトラの目新しい称号「祖国を愛する

者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」における「祖国（πατρίς）」が何を示唆しているかは不明で

あるといえる。ただし、先行研究においては、プトレマイオス朝時代の五重称号についてさ

して考察することもないままに、従ってプトレマイオス朝時代におけるギリシア語による君

主礼拝関連の称号と五重称号とが網の目のような互換性を有している事実を踏まえることな

52  Bosch-Puche 2013, pp. 134-36.
53  von Beckerath 1999, S. 242f., 10:H, S. 244f., 12:H, S. 246f., 13c:H3, S. 248f., 1:H2.
54  Barta 1989, 118, Nr. 231.
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く、「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」という表現のみに過剰なプロパガンダを見

て論争していたように思えてならない。

クレオパトラがその統治において重きを置いたのが、外交であったか、それともエジプト

内政であったか、ひいては、クレオパトラがヘレニズム君主とみなされるべきか、はたまた

エジプトのファラオとして扱われるべきかという論争に決着はついていない。ともあれ、

様々な文化・伝統が集った当時の一大文化都市である首都アレクサンドリアで培われたクレ

オパトラのエスニシティやアイデンティティーを一つに絞ることは困難である 55。また、ク

レオパトラの系譜から遺伝学的な特徴を探ろうとしても、彼女の母親が不詳であることが問

題となっている。クレオパトラが純粋なギリシア系マケドニア人であったと主張する研究者

は多く、そうした見解において彼女の母親は他の姉弟同様クレオパトラ６世トリュファイナ

か、又は名もなきギリシア人愛妾であったとされる 56。一方で、明確な根拠に乏しいもの

の、クレオパトラの母親はエジプト人であり、大神官の娘ではないかという見方もある 57。

プルタルコスによれば、クレオパトラはエジプト語を含む九つの言語を流暢に話すことが出

来たとされ 58、このことは先行研究においてクレオパトラのエジプトへの造詣の深さとして

枚挙に暇がない程に繰り返し用いられてきた 59。しかしながら、そもそもエジプトの伝統に

おいて、九という数字自体が地上に住む諸民族を示し、個々の民族を表すことが出来ない場

合や、敢えて限定することを避けたい場合に、その総数を示すために用いられたものであっ

た 60。これは、プトレマイオス8世のホルス名の一つである「九弓の民に君臨せし者（Hrj-tp-

pDt-9）61」という表現にも表れている。すなわち、プルタルコスの言及さえも、こうしたエジ

プト的な概念の影響を受けている可能性を指摘することが出来るのである。すなわち、クレ

オパトラの王権理念には、ヘレニズム君主としての側面と、エジプトのファラオとしての側

面が、相反することなく共存していたのではなかろうか。

これを踏まえれば、クレオパトラがなぜ「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」と

いう称号を創設し、そこにどのような意味が込められていたのかについての推測は可能であ

ると思われる。前章で確認した通り、前 37年末に、クレオパトラはアントニウスから、

フェニキア、コイレ・シリア、キプロス、キリキアの領土の大半、ユダヤの一部地域、アラ

ビアの沿岸地域を譲り受けている。これらの領土は、そもそもヘレニズム王国であったセレ

55  拙稿、2017を参照のこと。
56  Samson, 1987, p. 110; Peacock, 2000, p. 422f.; ウェイゴール、9頁 ; 山花、2010、178頁。
57  Hölbl, 2001, p. 249; Fletcher, 2008, p. 73.
58  Plut., Ant., 27.
59  E.g. Chauveau, 2000, p. 10; Hölbl, 2001, p. 249; Montserrat, 2003, p. 150; Samson, 1987, pp. 103-5; 
cf. Ashton, 2008, p. 4f.
60  Brunner, 1982, Sp. 474; オットー、1992、22頁。
61  von Beckerath 1999, S. 240f., 8:H3.
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ウコス朝の領土であった。クレオパトラにとって、その両方の統治者であるならば、エジプ

トかヘレニズム王国かのどちらかだけの王であると示してしまう態度は避けるべきである。

だからこそ、新たな統治暦を用いてまもなく現れる称号である「祖国を愛する者 /愛祖国者

（Φιλοπατρίς）」における「祖国（πατρίς）」には、エジプトもヘレニズム王国もどちらも示

しうるようなニュアンスが込められたと言えよう。したがって、先行研究がこの「祖国

（πατρίς）」はエジプトのみを指すのか、アレクサンドロス大王の帝国を指すのかのいずれか

のみの解釈を選択しようとしているのは大いに問題がある。寧ろ、意味を明確にしないこと

にこそ、クレオパトラの意図があったと解釈すべきなのである。

おわりに

「祖国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」について、過剰なプロパガンダを見る必要は

ない。何故なら、そもそも、プトレマイオス朝の五重称号及び君主礼拝に用いる称号を考案

していたのは、歴代のプトレマイオス王達の君主礼拝神官兼プタハ大神官として王朝と結び

ついていたメンフィスの一族であったからだ。彼らは、エジプト語とギリシア語を駆使し、

彼らと利益を共にするプトレマイオス王権を強化すべく、その時々の政治的背景に基づいて

巧みな表現を創出した。こうしたギリシア語による添え名及びエジプト語による五重称号

は、当時、どちらか一方の言語を用いていた人々及び、二言語を併用していた人々、どちら

にとっても受け入れ易く、かつ王権を強化するためのインパクトを有する適格な表現を目指

し、神話や先代の支配者達の先例に基づき、慎重に練られたものにちがいない。故に、「祖

国を愛する者 /愛祖国者（Φιλοπατρίς）」を含め、こうしたプトレマイオス朝において用い

られた王の称号について、従来のような観点を以って論争すべきではない。寧ろ意味を明確

にしないことで、エジプトとヘレニズム王国のどちらをも含みうると示そうとしたと考えら

れる。

今後、クレオパトラ治世について更に明らかにしてゆくには、メンフィスの一族との繋が

り及び、未だ十分な考察が行われていない彼女の父プトレマイオス 12世の治世についても

みてゆくことが必要ではなかろうか。
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